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倰
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倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
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倰
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倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

ぼ
す
影
響
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
５
月
下
旬
に

移
植
し
１
平
方
㍍
に
18･

５

株
以
下
で
疎
植
基
肥･

中
間

追
肥･

穂
肥

３
回
で
窒
素

成
分
計

㌃

当

た

り

９

㌔
、
黄
化
籾

率
80
％
前
後

で
収
穫
す
る

と
最
も
高
品

質
で
安
定
生

産
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ

た
。現

在
、
こ

の
栽
培
方
法

に
基
づ
く
栽

培
暦
を
普
及

す
る
と
と
も

に
、
省
力
的
な
一
発
型
肥
料

の
開
発
や
５
月
上
中
旬
植
え

の
栽
培
技
術
確
立
に
向
け
た

試
験
を
行
っ
て
い
る
。

質
低
下
や
産

地
間
競
争
に

対
応
す
る
た

め
京
都
府
が

農
研
機
構
と
共
同
開
発
し

た
。農

林
セ
ン
タ
ー
で
は
｢

京

式
部｣

の
特
性
を
最
大
限
発

揮
す
る
た
め
、
移
植
時
期
、

栽
植
密
度
、
施
肥
体
系
、
収

穫
時
期
が
収
量
や
品
質
に
及

農
林
セ
ン
タ
ー
は
、
京
都

府
独
自
の
水
稲
品
種
「

京
き
ょ
う

式し
き

部ぶ

」
の
安
定
生
産
に
適
し

た
栽
培
方
法
を
確
立
し
た
。

「
京
式
部
」
は
、
耐
暑
性

と
食
味
に
優
れ
た
水
稲
新
品

種
で
、
夏
の
高
温
に
よ
る
品

も
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。◆

小
山
農
園
で
は
、
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
収
穫
や

販
売
の
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
（ID

：@farm_koyam

a

）(

大
山
崎
町
農
業
委
員
会)

を
心
が
け
て
い
る
。

「
家
族
で
農
園
に
来
た
子

ど
も
が
、
お
い
し
い
野
菜
を

食
べ
て
、
農
業
に
興
味
を
持

っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
す
小
山
さ
ん
。

地
域
農
業
を
け
ん
引
す
る
若

い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後

で
は
、
近
年
の
気
候
変
動
や

猛
暑
に
対
応
す
る
た
め
、

「
夏
野
菜
の
栽
培
時
期
を
ず

ら
す
な
ど
、
高
温
障
害
が
出

な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
」
と
い
い
、
地
元
の
消
費

者
や
取
引
先
を
大
切
に
し
た

〝
地
域
に
根
ざ
し
た
経
営
〟

を
朝
市
で
直
売
す
る
ほ
か
、

地
元
の
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店

な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。

家
族
３
人
で
約
30
種
類
の

野
菜
を
生
産
す
る
小
山
農
園

大
山
崎
町
い
き
い
き
朝
市

実
行
委
員
会
の
会
長
に
今
春

就
任
し
た
小
山
農
園
の
小
山

悦
弘
さ
ん(

45)


特
産
た
け

の
こ
や
新
鮮
な
季
節
の
野
菜

善
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
、
こ
の
ほ
ど
市
条
例
を
改

正
し
て
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
報

酬
を
引
き
上
げ
た
。

そ
の
結
果
、
八
幡
市
で
は

本
年
度
か
ら
農
業
委
員
と
推

進
委
員
の
報
酬
が
京
田
辺
市

や
宇
治
市
と
同
額
の
年
40
万

２
千
円
に
改
善
さ
れ
、
「
早

く
近
隣
市
と
同
様
に
委
員
報

酬
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
委
員
全
員
の
強
い
要

望
が
実
現
し
た
。

改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
が
昨
年
４
月
に
施
行

さ
れ
、
地
域
計
画
策
定
に
向

け
た
耕
作
者
の
把
握
や
目
標

地
図
の
素
案
作
成
な
ど
、
農

業
委
員
会
の
活
動
日
数
が
大

幅
に
増
加
し
た
。
農
業
委
員

会
を
あ
げ
て
農
地
利
用
最
適

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た

八
幡
市
で
は
、
委
員
の
業
務

量
増
加
に
見
合
う
報
酬
に
改

参
画
し
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
と

も
に
、
担
い
手
農
家
や
地
域

リ
ー
ダ
ー
、
関
係
機
関
と
協

力
し
て
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。

･

南
山
城
村)

、
大
橋
善
之

(

舞
鶴
市)

、
太
田
雅
也(

京

丹
後
市)

堀
野
康
平(

全
域


農
地
整
備
を
担
当)

の
５
人


農
業
委
員
会
の
「
地
区
連

絡
会
議
（
＝
地
区
連
）
」
に

チ
ラ
シ
）
が
新
メ
ン
バ
ー
で

現
場
の
活
動
を
支
援
す
る
。

新
た
な
推
進
役(

担
当
地

域)

は
、
岡
本
泉(

京
都
市･

向
日
市･

長
岡
京
市･

大
山
崎

町)

、
石
川
久
仁
洋(

笠
置
町

「
地
域
計
画
」
策
定
な
ど

各
地
域
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
京
都
府
農
業
会

議
の
「
現
地
推
進
役
」
（
㊨

う
れ
し
い
。
今
後
も
直
売
イ
ベ
ン
ト

で
城
陽
の
農
業
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
元
気
に
話
す
。

卓
也
さ
ん
は
、
父
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
栽
培
技
術
を
磨
き
、
将
来
を

見
据
え
た
生
産
性
向
上
に
励
ん
で
い

る
。万

願
寺
と
う
が
ら
し
は
、
反
収
を

上
げ
る
た
め
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ハ

ウ
ス
内
の
温
度
管
理
を
行
い
、
温
度

調
節
に
か
か
る
時

間
を
短
縮

今
後

は

自
動
か
ん
水

を
利
用
し
た
液
肥

の
追
肥
作
業
の
軽

減
に
も
取
り
組

み
、
さ
ら
な
る
労

働
時
間
の
短
縮
を

め
ざ
し
て
い
る
。

「
農
業
者
の
高

齢
化
に
伴
い
、
農

地
の
保
全
と
有
効

利
用
が
課
題
に
な

る
。
若
い
世
代
の

農
業
者
仲
間
た
ち

と
、
城
陽
農
業
の

将
来
像
を
考
え
て

い
き
た
い
」
と
熱

く
語
る
。

（
城
陽
市
農
業

委
員
会
）

城
陽
市
（
観
音
堂
地
区
）
で
い
ち

じ
く
、
万
願
寺
と
う
が
ら
し
を
栽
培

す
る
青
年
農
業
士
の
萩
本
卓
也
さ
ん

（
38
）
。
城
陽
い
ち
じ
く
マ
ル
シ
ェ

の
一
員
と
し
て
、
城
陽
の
い
ち
じ
く

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
鴻
ノ
巣
山
運
動

公
園
（
ロ
ゴ
ス
ラ
ン
ド
）
な
ど
で
の

直
売
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
来
場
客
か
ら
城
陽
の
完
熟
い
ち

じ
く
は
お
い
し
い
と
言
わ
れ
る
の
が

完
熟
い
ち
じ
く
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

現地推進役が現地推進役が農業会議の現地推進役が
地域の取り組みを応援

農業委員会の元事務局長や京都府の元職員など、経験

豊富な60～70代で構成

農業委員・推進委員、担い手農

家、農家実行組合役員が参加す

る地区連絡会議

活
動
日
数
の

増
加
に
対
応

条
例
改
正
で
委
員
報
酬
を
改
定
八
幡
市

萩 本 農 園

萩本 卓也さん

｢大山崎町いきいき朝市｣会長に就任

小山農園 小山 悦弘さん

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
栽
培
す
る

小
山
さ
ん

久
御
山
町
で
夫
と
共
に

農
業
を
継
い
で
30
年
に
な

り
ま
す
。
水
稲
の
ほ
か
、

ハ
ウ
ス
で
コ
マ
ツ
ナ
、
夏

は
露
地
で
ナ
ス
も
栽
培
し
て
い
ま

す
。
野
菜
作
り
に
勤
し
む
中
で
、

食
育
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
14
年

前
か
ら
Ｊ
Ａ
女
性
部
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

女
性
部
の
加
工
部
会
で
は
、
久

御
山
町
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
麹

こ
う
じ

を
使

っ
た
味み

噌そ

を
手
作
り
し
て
、
直
売

所
や
催
事
で
販
売
し
た
り
、
町
内

の
学
校
給
食
用
に
供
給
す
る
な

ど
、
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

近
年
は
、
廃
棄
野
菜
を
な
く
す

た
め
に
、
規
格
外
の
野
菜
を
使
っ

た
「
と
ま
と
け
ち
ゃ
っ
ぷ
」
や

「
な
す
の

佃
つ
く
だ

煮に

」
な
ど
も
加
工

・
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

久
御
山
町
の
野
菜
や
農
産
物
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
久
御
山
町
農
業
委
員
会
・
石

塚
加
津
美
委
員
）

加
工
部
会
で
地
産
地
消
と

規
格
外
の
野
菜
活
用
を
推
進

い
ち
じ
く
を
販
売
す
る
萩
本
さ
ん

「
く
み
や
ま
味
噌
」
「
と
ま
と
け
ち
ゃ
っ
ぷ
」
「
な
す

の
佃
煮
」
な
ど
の
商
品
を
紹
介
す
る
石
塚
委
員

新
メ
ン
バ
ー
迎
え
活
動

良食味米｢京式部｣の最適な

栽培方法を確立 農林センター

城陽市

京都 ８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


